
の市場占有率が高ま っ た。

また旅客輸送人キロでは，鉄道利用客の乗車距離が自動車利

用客のそれよりも長いこともあ っ て，昭和 30 年度には鉄道が

82.1% ( う ち悶鉄 55.0 %) の市場占有率を占めていた。その後

国鉄・私鉄の輸送人キロは， ともに年 'VY-J 6. 6% ，fF，\度の伸び率

をみせたが， 1可動車輸送人キロの1ft'び率がそれをと問 っ たため，

鉄道輸送の市場占有不は相対的に下がり，昭和 38 年度には 70.5

% とな っ た 。 航察機の輸送人キロはl昭和 30 年度対 38 年度で 10

倍強 と いう，きわだ った仰びを示しているが，昭和 38 年度の市

場占有率は 0.7 % 程度にすぎない (閃ー2) 。
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次に貨物の輸送市場市有率を輸送トン数でみると図 3 に示

すように昭和 30 年度には国鉄19.3 % ， 1'1動車 68.4% ，船荷(! 8. 3 

% ，私鉄 4.0 % であったものが，貨物でも l可動車輸送量の伸び

は新しく，昭和 38 年度には門動車の市場占有率は 81. 9% にも

達した。 しかし悶鉄・船舶に比較的中・長距離輸送が多く ， !'l 

動車に近距離輸送が多いため輸送トンキロでみるとやや様相が

呉なる。もちろん輸送ト γキロでも白動車輸送量の仲ぴが高い

ので， 昭和 30 年度当時 52.0 % と過半数を占めていた国鉄の市

場占有率は，1Iil和 38 年度には 33.2 % と低下し ， 身白書nは自動車

とともにn{l和138 年度の市場市有率は，開和 30 年度に比べて t科

大している(閃 4 ) 。 わが悶の場合"育外国に比較して，鉄道の

輸送分野が小さく，船舶の，!ïめる比'f\が大きいことが特色とな

っ てし 、 る 。
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旅客・貨物ともに国鉄の輸送分野は大きいが，市場占有率す

なわち相対的地位は若干低下傾向にある。旅客輸送ではパス・

乗用車・航空機の発達が目だち，貨物輸送ではトラックの進出，

また周囲が海とし、う地理的条件主産業立地から内航海運の分野

が大きいことは注目を要する。しかし，これらの各運輸機関の

ゆそうしじよ

鉱大分野を子細にみると ， 国鉄輸送と相互補完の関係にある分

野において輸送罰が伸びているように考えられる。したがっ て

現段階で市場占有率の後退をもって鉄道斜陽と称するのは当た

らない。しかし， 今後は競争分野における本来の競争が激化す

るであろう 。 (森野章)

ゆそうしじようちょうさ 輸送市場調査 一般に市場調

脊ということばには，広狭二つの意味がある。広い意味では，

マーケ ッ ト・ リ サーチまたはマーケティ γ グ・リサー チと同義

に用いられ， 市場そのもの，または市場に対する戦略に関する

あらゆる研究を包含する。狭い意味では，顧客や潜在顧客等に

而緩したり，ア ン ケートを送ったりして，その消費行動，商品

サ ー ピ旦に対する要望を探る，いわゆる市場実査をさす。 正し

くはマーケ テ ィングの一つの機能としての前者を意味するが，

市場調有という と ，すぐ後者を思い浮かべる人も少なくない。

輸送市場調ft も， 同家機関や研究機関が，輸送市場について行

な号あらゆる研究や，輸送企業が，おのおの意志決定に資する

ために行なう輸送市場に関するすべての研究を総称すると考え

るのが正しい。しかし一般には列車内で旅客に 7'/ ケートを配

ったり， 事業所の輸送担当者に面綾したりして，顧客から直接

の情報を得る手続だけを，輸送市場調査と理解する人が多い。

後宥の輪送市場実字Eは，前者の正しい意味の輸送市場調脊の

・つの方法である。

すなわち愉送市場調脊には次の 3 方法がある。

1 験送市場分析

2 輸送市場実査

3 験送市場実験

輸送市場分析は，輸送に関する統計資料や既成の調査データ，

あるいは輸送市場の背景をなす社会的，経済的なあらゆる資料

を分析する方法である。 輸送l:: l、う商品に対する需要は，季節

性や景気波動な と' 波動性のiJi\il 、ものであり，ある一時点の動向

のみをとらえた市場実査だけで，その全ぼ う をはあくできるも

のでもない。 そのうえに， 市場実在の結果は，あくまで旅客や

荷主の意向の記録であるのに対して，市場分析は， 主と して過

去の顧客の行動の記録をもとにしている。すなわち全く 役割の

異なるものであり， 一義的には，まず輸送市場分析によ っ てで

きるだけ調読を行ない，それだけで限界に達し ， 望まし L 、情報

が得られなかったときに，初めて実査や実験という手段に訴え

て調子モすることが，特に輸送市場の場合には望ましい。この意

味において， 冒頭に述べたような誤解は警戒を要する 。

輸送に関するデータは，必ずしもすべての輸送機関について

完備しているとはし市、がたく ，具体的な 目的をも った輸送市場

調斉において，既成のデータの分析だけでは不十分である場合

がある。 そのときに，まず輸送市場実奇が行なわれる。 従来，

主としてアンケ ート 法か面接法が使われてきたが，他にたとえ

ば接続駅において通勤客の流れを調べる観療法やその他の方法

もある。 今までは交通センサス，旅客質的調査，貨物発送荷主

調布等が著名である。

第 3 に輸送市場実験がある。 上に述べた市場分析は，過去の

データの分析によ っ て，将来の市場の動向を類推する方法であ

り，市場実在は主として断面的な顧客の意見から，その旅行活

動や貨物輸送行動の姿を推測する方法であ っ て，いずれも推測

を伴い，顧客の将来の行動に関する間接的な情報しか得られな

い難点がある@これらの難点を克服するために，たとえば市場

の一部に商品やサービスを売り出して顧客の購買行動をみたり，

広告 ・ 宣伝を実験的に行なって，消費者の反応を調べたりする

市場実験が考案され，近ごろ盛んに用いられるようにな った。


